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新しい IPVと 従来の方法(IPPB,CPT,

胸部理学療法)を 比較するため閉塞性
胸部疾患患者60名を20名づつ3グルー

プにわけて比較
(A)IPV

(B〉 IPPB
(C)CPT,胸 部理学療法 (体外パ

ーカッションと体位排痰法)

グループ

IPV (A)

IPPB(B)

CPT (C)

スピllメトリック パラメーター

顕著に改善  18.6%
やや改善   6.4%

余り向上認めず 5.0%

く IPVグ ループ(A)は他のグループよ

り,急 速に全般に亘って改善.

最終的な統計的処理で, IPVグ ルー

プは他の(BXC)グル‐プより顕著な改

善が実証された
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